
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 目 標             ◎自ら考え、正しく行動する生徒 

『自主性に富み、心身共に健康で       ◎礼儀正しく、思いやりのある生徒 

      人間性豊かな生徒を育成する。』 ◎勤労を尊び、たくましく生きる生徒 

 

平成29年度 第５号 平成29年８月３１日発行  文責 植田 資世 

充実した２学期に 

校長 諏 訪   厚 

 

 今年の夏は、ジメジメした涼しい日が多い夏休みになりました。休み中に、世界陸上での日本選手の

活躍や甲子園大会での高校球児の全力で戦う姿を数多く目にすることができました。その中で、勝つ

ことの難しさ、自分自身と戦い、体力の限界に挑戦し続けた全ての選手に拍手を送りたいと思います。 

 ２学期がスタートしました。１８日の始業式には元気な姿で登校し久々に校舎内に活気が戻ってま

いりました。子どもたちが地域行事や部活動、家庭でのいろいろな活動や体験を通して一回り大きく

成長した姿を見せてくれたことを大変嬉しく思いました。 

 さて、２学期が始まってから２週間が過ぎました。この間に、３年生の高校説明会や新人陸上大会、

全学年の学力テストなどがありました。そんな中でも、子どもたちは普段の生活リズムを崩さず学習

や係・委員会活動、学校行事に積極的に取り組んでいます。 

 ２学期は、１年の中で最も長い学期になります。しかも、ただ長いだけの学期ではなく一人一人にと

ってとても大切な学期になります。 

 １年生は、いよいよ自分の力を試す時です。自分の中学校生活はどうあるべきか、どんな中学校生活

を送りたいのかを考え行動しましょう。７ヶ月後には、先輩となります。新入生を迎えた時に良き先輩

となれるように積極的な学校生活を送ってください。 

 ２年生は、最高学年として大滝中学校をリードしていく準備に入ります。３年生に代わり、大滝中学

校のリーダーとして積極的に学校を引っ張っていくことが求められます。 

 ３年生は、自分の進路をよく考え決定して欲しいと思います。数ヶ月後には、自分の人生の選択をす

る時がきます。これからの自分の夢を人生最初の選択として決めなければなりません。恐れず勇気を

持って立ち向かい切り開きましょう。 

 ９月には第４７回学校祭があります。１５人一人一人の思いを結束させて、全力で取り組んで欲し

いと思います。全校生徒が目標を持ちこの大切な学期を充実したものにしてもらいたいものです。 

 

 

 

8 月２３日に 3 年生が「高等学校説明会」を実施し

ました。毎年近隣の高校（今回は４校）から先生をお

招きして各校の説明を受けます。大滝中から入学した

先輩方の高校での活躍の様子や，その後の進路など身

近で貴重な情報もいただき，より現実的に進路選択に

生かします。 

大滝は各高校とは距離があるため，このような説明

会は大変貴重な時間です。質問にも丁寧にお答えいた

だいた各高校の先生方に心より感謝申し上げます。 



                          7月に実施した授業評価の結果から今後の取り組み 

                          についてお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早寝，早起き，朝ごはん。 

1 金 ＡＬＴ着任式 19 火 振替休業日 

2 土 北湯沢神社祭 市Ｐ連研究大会 20 水 職員会議 フッ化物洗口 

3 日 北湯沢神社祭 21 木 専門委員会 

4 月 学校祭特別日課開始 22 金 生徒会改選公示 

6 水 フッ化物洗口 23 土 秋分の日 

8 金 優徳神社祭 24 日 大滝学園祭 

9 土 優徳神社祭 本町神社祭 25 月 校内弁論大会 

10 日 本町神社祭 26 火 職員研修のため部活動なし 

13 水 総合Ａテスト（3年生） フッ化物洗口 27 水 学習タイム フッ化物洗口 

16 土 学校祭（バザーのため給食なし） 28 木 学習タイム 

18 月 敬老の日 29 金 中間テスト 避難訓練 生徒会選挙告示 

＊評価は全校生徒が4段階で行い，プラスの評価の割合を示しました。 

 項目 評価 今後の取り組み 

１ 先生は授業の目標（何をするか）をはっ

きり示している。 

98

％ 

目標がより具体的にイメージできるように示し，ノ

ートへの記入を徹底していきます。 

２ 先生は教科書以外にも様々な資料や機

器を使って指導している。 

87 教材提示装置やホワイトボードを増やし，意図的・

計画的に活用をすすめます。 

３ 先生はみんなの聞く態度が整ってから

指示をしている。 

95 最も重要で基本的なことなので，完璧を目指しま

す。余裕をもって授業計画し生徒の様子を繊細に見

取ります。 

４ 先生はみんなの発表を大切にしている。 95 発表につながるグループ活動や調べ学習を積極的

に取り入れているのでさらに継続していきます。 

５ 黒板の文字や図は見やすくてわかりや

すい。 

98 機器も活用しながら「頭に残る」板書や表示を工夫

し続けます。 

６ 授業中，自分でじっくり考える時間があ

る。 

90 自分で考える時間，仲間と考える時間，自分の考え

をまとめる時間を授業の中で明確にしていきます。 

７ 授業では教え合ったり助け合ったり協

力する場面がある。 

90 授業の内容に応じて意図的に設定しています。パソ

コンなども活用しながら進めていきます。 

８ 授業で新しいことがわかったり，できる

ようになった。 

98 わかった喜び，できた感動を 1 回で終わらせず，

連続させていくために他教科とも連携します。 

９ わかったことやできるようになったこ

とは授業の目標と合っている。 

95 項目１が定着していることがわかります。次は自分

でも目標が立てられるように指導を工夫します。 
10 先生は次の授業でやることや宿題など

をはっきり指示している。 

90 項目１と同様に，より具体的に次の学習がイメージ

できるような指示を目指します。 
 

 昨年度より， 

①授業の目標（課題）提示と振り返りの徹底。 

②授業につながる，個に応じた家庭学習の支援。 

③自ら仲間と対話しながら学びを深める授業づくり 

この 3 点を最低限やりきる項目としてきました。評価を見れば着実に成果が上がっていることがわかります。

しかし，すべての項目で高い評価を得ていても，「満点が当たり前である」ことを忘れずに向上を目指します。 

すでに項目2 に関しては教材提示装置，ホワイトボードを購入し活用をし始めたところです。今後は 9月に全

国学力・学習状況調査の結果をもとに，12月の伊達市学力テストの結果をもとに，…と学力向上の取り組みを

連続して進めてまいります。 

 


